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令和３年３月　　

　　　会　員　各　位

一般社団法人　山口県建築協会　　　
会　長　　野　口　裕　司　　

「従業員給与実態調査報告書」の送付について

　地域における建設産業は、世界的なコロナ禍による景気の落ち込みや、
長期にわたる建設投資の減少の中で労働環境の悪化や雇用力の低下など
多くの課題を抱えており、とりわけ若手技術者や技能労働者不足が深刻
化している状況です。
　国では、少子高齢化に伴う労働人口の急激な減少に対応し、「働き方
改革実行計画」を策定、労働力不足を解消し一億総活躍社会を作るため
には、①長時間労働、②非正規と正社員の格差、③労働人口不足（高齢
者の就労促進）の３つの課題があるとしています。さらに、適正な賃金
水準の確保のため、公共工事の労務単価が６年続けて引き上げられてい
ます。
　建築産業の担い手確保に当たっては、建築産業の魅力を高め、若年層
や女性の入職を促進し、適切な賃金水準の確保や社会保険の加入促進、
長時間労働の是正や週休２日に向けた環境整備をするなど建築就業者の
働き方の改善を図ることが求められています。
　こうした中、建設業の適正な管理・運営を行う上で、本調査資料を参
考にしていただければ幸いに存じます。
　末尾となりましたが、会員 116 社のうち 90 社（77.6%）が調査票を
提出され、ご協力を得ましたことを厚くお礼申し上げます。
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は　じ　め　に

１、調査の目的

　　　会員の令和２年 12 月分の給与及び令和２年中の賞与の実態を明かにし、　　

　会員の給与管理上の参考資料とすることを目的とする。　　

２、調査の方法

　　　会員に調査票を送付し、回答を求めた。

３、調査票提出会員数

　　　調査票提出会員数は、次表のとおりで、提出率は 77％であった。

　（注）令和２年 12 月末現在の会員数は、116 社である。

４、調査対象従業員

　　　建築技術職員、土木技術職員、営業職員、事務職員及び運転手の全員を対象

　　とし、会社（組）の代表者、非常勤または臨時の、役職員、土木建築以外の技

　　術職員、作業員、大工、左官等の労務者及び兼業部門の専従者は除いた。

2億円未満 2億円以上 5億円以上 10億円以上

総    数 90 17 34 20 19

岩　　国 7 1 2 1 3

柳　　井 2 1 0 0 1

周　　南 8 2 1 3 2

防　　府 6 1 2 1 2

山　　口 20 5 9 4 2

宇　　部 24 4 11 5 4

下　　関 17 3 7 3 4

萩・長門 6 0 2 3 1

区分 総数

完成工事高別



― 2 ―

５、各表の地区区分

　　　岩　　国　　岩国市

　　　柳　　井　　柳井市、大島郡、熊毛郡

　　　周　　南　　周南市、光市、下松市

　　　防　　府　　防府市

　　　山　　口　　山口市

　　　宇　　部　　宇部市、山陽小野田市、美祢市

　　　下　　関　　下関市

　　　萩・長門　　萩市、長門市

６、各表の完成工事高

　　　令和２年３月時点の経営事項審査申請書の直近２年分（又は３年分）の平均

　　完成工事高（土木工事等を含む）によった。

７、各表の根基

　（１）人数・平均年齢・給料・手当・計の各欄

　　　　新規・途中採用者を含む全員の平均値である。

　　　超過勤務手当の欄

　　　　超過勤務手当の受給者のみの平均額を別に括弧書として再掲した。

　（２）前年の計の欄

　　　　新規・途中採用者、途中退職者は含まれていない。即ち平成 30 年 12 月以

　　　降引き続き雇用されている従業員の令和元年 12 月の給料手当の合計である。

　（３）前年比の欄

　　　　（１）の平均値と（２）の平均値について、100 分比で掲げた。

８、各表の数値についての留意事項

　　　各表の地区別、完成工事高別、年齢別等の数値を比較参考する場合は、調査

　　票提出会員の完成工事高別の構成内容、平均年齢、集計された人数等を充分勘

　　案して判断していただきたい。特に一人当り平均給与額の地区別、完成工事高

　　別の格差は、主として年齢別の構成の相違によって生じている傾向が強いので

　　留意のこと。

９、山口県令和２年職員給与に関する報告（参考として報告書末尾に掲載）

　　　今回のポイントは、次のとおりです。

・月例給については、給与の較差がわずかであることなどから、改定を行わない。

・期末・勤勉手当（ボーナス）については、民間の特別給（4.45 月分）との均

衡を図るため、期末手当を 0.05 月分引き下げる。



1. 職種別１人平均給与月額　　〔令和2年12月（賞与は除く）〕

人数 平均年齢 給料 手当 (超過勤務手当) 計 前年の計 前年比

男 33 59.8 469,866 96,616 111,360) 566,483 557,441 101.6

女 1 27.0 100,000 0 0) 100,000 0 0.0

男 124 60.7 267,850 106,354 57,497) 373,801 385,198 97.0

女 3 60.3 162,666 46,333 428) 209,000 204,333 102.2

岩　　国 9 55.0 297,777 168,981 80,660) 466,758 454,900 102.6

柳　　井 1 49.0 325,200 98,290 0) 423,490 434,109 97.5

周　　南 16 60.8 252,361 120,832 68,531) 373,193 393,551 94.8

防　　府 13 64.2 246,000 82,102 5,220) 328,102 324,787 101.0

山　　口 21 58.4 252,204 116,954 87,134) 369,158 374,667 98.5

宇　　部 27 60.8 303,524 55,220 27,166) 358,744 376,085 95.3

下　　関 21 60.6 292,833 114,747 54,787) 407,581 428,452 95.1

萩・長門 16 64.4 208,218 138,216 31,280) 343,310 360,886 95.1

2億円未満 5 67.6 251,800 65,068 15,342) 316,868 304,750 103.9

2億円以上 16 59.9 218,625 91,744 44,902) 310,369 316,457 98.0

5億円以上 29 62.0 257,297 101,740 56,747) 357,313 395,198 90.4

10億円以上 74 59.9 283,713 114,110 62,284) 397,824 401,032 99.2

0～19 0 0.0 0 0 0) 0 0 0.0

20～24 0 0.0 0 0 0) 0 0 0.0

25～29 0 0.0 0 0 0) 0 0 0.0

30～39 3 34.7 256,000 166,000 65,500) 422,000 438,666 96.2

40～49 18 45.3 284,383 112,366 81,999) 396,750 413,489 95.9

50～59 22 56.7 273,863 118,545 62,235) 392,408 410,428 95.6

60以上 81 66.1 262,981 99,497 44,500) 361,862 369,084 98.0

（１）１級建築士 単位 円、超過勤務手当は再掲
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